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あああああああああああああああああああ，ああああああああああああああああああああ．
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1．タイトル 14pt 

10.5pt 本文本文本文1，本文本文本文2．本文本文，本文本文．本文本文本文．本文本文本文，

本文本文本文．Horngren and Datar（1997）によると，・・・である．本文本文本文．本文本文．

本文本文本文．本文本文本文，本文本文本文．本文本文本文．本文本文本文，本文本文本文． 

2．タイトル 14pt 

2.1 タイトル 12pt 

10.5pt 本文本文本文，本文本文本文．本文本文，本文本文．本文本文本文．本文本文本文，

本文本文本文．本文本文・・・である（岡本, 2008）．本文本文本文，本文本文．本文本文本文．

本文本文本文，本文本文本文．本文本文本文．本文本文本文，本文本文本文． 

2.2 タイトル 12pt 

10.5pt 本文本文本文，本文本文本文．Fisher and Peffer（2000, 93）によれば，「予算の研究

は・・・」と指摘されている。本文本文本文，本文本文本文．本文本文本文．本文本文本文，

本文本文本文．本文本文本文，本文本文本文．本文本文本文．本文本文本文，本文本文本文．  

3．タイトル 14pt 

3.1 タイトル 12pt 

10.5pt 本文本文本文，本文本文本文．本文本文本文，本文本文本文．本文本文本文．本文本

文本文，本文本文本文．本文本文本文，本文本文本文．本文本文本文．本文本文本文，本文本

文本文．本文本文本文，本文本文本文．本文本文本文． 

3.2 タイトル 12pt 

3.2.1 タイトル 10.5pt 

10.5pt 本文本文，文本文本文本文．本文本文本文，本文本文本文．本文本文本文．本文本文

本文．本文本文本文，本文本文本文．本文本文本文．本文本文本文，本文本文本文． 

 

図 1 プランニング・アンド・コントロールと予算の役割 

 

 

（図は割愛） 

 

 

出所：Atkinson, Kaplan, Matsumura and Young（2011, 420） 
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3.2.2 タイトル 10.5pt 

10.5pt 本文本文，文本文本文本文．本文本文本文，本文本文本文．本文本文本文．本文本文

本文．本文本文本文，本文本文本文．本文本文本文．本文本文本文，本文本文本文． 

謝辞 

10.5pt 「投稿論文」の場合，投稿時点では「論文受理前のため未記載．」と記入してください．

論文受理後，少なくともレフリーに対して必ず謝辞を記載して下さい．「論壇」の場合，編集

委員会へ原稿を送付する時点で記載してください．レビューアーによる論壇のレビューが行わ

れる場合，最終原稿において，レビューアーに対する謝辞を必ず記載してください． 

注 

1 10.5pt 日本管理会計学会は… 

2 10.5pt 日本管理会計学会は… 

付録（もしあれば） 

10.5pt 日本管理会計学会は… 
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